
資料１

○技術的事項の検討

「今後のHPCI技術開発に関する報告書」（平成24年2月）

今後のHPC技術の研究開発の検討ＷＧ
（平成23年4月～7月）

今後のHPCI計画推進のあり方に関する検
討ＷＧ（平成24年2月～）

「今後のハイパフォーマンス・コンピューティング技術の研究
開発について」（平成23年7月）

アプリケーション作業部会
コンピュータアーキテクチャ・コンパイラ・シス

テムソフトウェア作業部会
（平成23年7月～平成24年2月）

将来のHPCIシステムのあり方の調査研究
（平成24年度から2カ年、現在公募中）

○政策に関する検討

・ システム設計研究チームとアプリケーションソフトウエア

チームを公募。

・システム設計研究チームでは、技術動向調査、システム

設計研究、システムソフトウェアの検討等を行う。

・アプリケーションソフトウエアチームでは、サイエンスロー

ドマップの策定、評価用アプリの抽出、それを用いたシス

テムの評価等を行う。

・これらの活動をもとに、5～10年後の我が国のHPCIシス

テムに必要な技術的知見を獲得する。

・ 今後１０年程度を見据え、国内外の計算科学技術の動向、

ＨＰＣＩシステム構成のあり方、ＨＰＣＩ全体のネットワークや

利用体制のあり方、今後の研究開発のあり方等について

調査検討を実施。

・ 平成24年５月末頃に基本的な考え方、今後さらに検討す

べき事項等を整理

・ 平成25年夏頃を目途に中間報告、平成26年3月頃を目途

に最終報告をとりまとめ

WGの議論

に反映

HPCI計画推進委員会で今後のHPCI計画

推進のあり方を決定

本ワーキンググループの議論の位置づけ



将来のHPCIシステムのあり方の調査研究の実施体制について

プログラム推進委員会
（有識者４～5人程度＋チーム代表者３～４人）

・有識者に加え、各チーム代表が参画することにより、効率的な調査研究の実施のための連絡・調整（H24～25)
・システム又は要素技術の展開を含め、随時技術的事項についての連携・調整（H24～25）

H24年度末に各チームの調査研究の状況について中間評価を実施し、H25年度の調査研究に反映する。
また、事業終了年度に各システムに関し評価を行い、その結果をふまえ、今後のHPCI構成システム等のあり方に

反映。
各システムに対する具体的な評価項目については、以下の事項を想定。

・システムの評価アプリによる性能評価※、社会的・科学的課題の達成可能性
・システム開発に必要な要素技術の実現可能性、その開発に必要な期間、展開可能性
・システムの消費電力、耐故障性、信頼性
・システム製造経費、設置面積、運用経費 ※中間評価時はターゲットアプリによる評価

■実施内容
・新システムで解決すべき社会的・科学的課題 及び
それを開発するためのターゲットアプリの設定（H24)
・システム概念設計（H24概略、H25詳細）
・研究開発課題の抽出（H24概略、H25詳細）
・要素技術に係わる試験研究（H24概略、H25詳細）

・研究開発ロードマップの作成とコスト見積り
（H24概略、H25詳細）

・評価用アプリを用いたシステム評価（H25） など

■予算
H24年度 1～1．4億円/チーム

システム設計研究チーム
（２～3チームを公募で選出）

■実施内容
・システム評価手法の開発（H24）
・10年後を見据えた科学的・社会的課題
の抽出（H24）

・科学的・社会的課題の解決に向けたサイ
エンスロードマップの策定（H24～25）

・評価用アプリの抽出（H24）
・評価用アプリを用いたシステム評価（H25）

など

■予算
H24年度 数千万円

アプリチーム
（1チームを公募で選出）

代表者が推進委員会に参画
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